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名　　称
庄司ヶ池跡
谷津貝塚
丹生神社
西光寺
東福寺
読売巨人軍発祥の地碑
伊藤新田（塩田）・谷津遊園跡
千葉工業大学通用門（旧鉄道第二連隊表門）
旧陸軍鉄道連隊跡
Ｋ２形機関車
菊田神社
津田沼尋常・高等小学校跡
東漸寺
廣瀬家住宅
神之台
菊田遊歩道（菊田川）
鷺沼古墳
根神社
慈眼寺
八剱神社
山縣飛行士殉空之地碑
伊藤飛行機研究所滑走路跡
SL蒸気機関車（NUS２）
子安神社
正福寺
筆子塚（正福寺）
藤崎正福寺大イチョウ
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名　　称
藤崎古道
木曾王滝森林鉄道 機関車
騎砲兵連隊跡（順天堂大学跡）
陸軍習志野衛戍病院跡
騎兵第１３連隊跡
騎兵第１４連隊跡・戦車第二連隊跡
騎兵代１５連隊跡
騎兵第１６連隊跡・習志野学校跡
騎兵第一・第二旅団司令部跡
誉田八幡神社
薬師寺
誉田八幡神社旧跡碑
花咲貝塚
天津神社
大宮大原神社
無量寺
習志野俘虜収容所（ロシア）跡
陸軍習志野演習場 高津廠舎跡
習志野俘虜収容所（ドイツ）・ドイツ捕虜オーケストラの碑
旧陸軍演習場内圍壁
駒止谷跡
号砲台跡
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御大典記念道

昭和３年（1928）、
昭和天皇の即位式
を記念して作られ
た道路。京成津田
沼駅の踏切から京
成線に沿って谷津
に至る道で、これに
より久々田と谷津
の間の交通が便利
になりました。工費
は津田沼町が半
分、残りは寄付金
によると伝えられ
ます。碑は道路の
完成を記念して翌
年建立されました。

その他
東金（御成）街道

東金街道は、徳川家康が上総国東
金（現東金市）での鷹狩りに向かう
ための通行路として造られたと言
われ、御成街道とも呼ばれます。船
橋から東金に至る約37キロメート
ルの道。慶長18年（1613）12月、
佐倉藩主土井利勝に築造が命じら
れ、家康がこの道を初めて使った元
和元年（1615）11月頃に完成した
と考えられます。家康・秀忠はこの
道を何回か通行しましたが、寛永７
年（1630）を最後に東金での鷹狩
りは行われなくなり、この道は役人
の通行路・民間の物資輸送路・庶民
の生活道となり、大部分は今日も
道路として使われています。

その他
鉄道連隊演習線跡

陸軍鉄道連隊が、演習のために敷設した線路の跡。
現在の千葉市椿森の鉄道連隊本部と第一・第二大
隊（のち鉄道第一連隊）、現在の習志野市津田沼の
鉄道連隊第三大隊（のち鉄道第二連隊）を結んでい
ました。この演習線は、習志野線と通称されていた
ようです。
鉄道連隊の演習線は、習志野線だけではなく、津田
沼の鉄道第二連隊
と松戸の陸軍工兵
学校を結ぶ通称松
戸線、千葉の鉄道第
一連隊と四街道の
陸軍下志津演習場
（下志津飛行場）を
結ぶ通称下志津線
などもありました。

軍隊跡
藤崎堀込貝塚

縄文時代中期から後期（約４千５百年前～３千年
前）の遺跡で、大規模な貝塚と集落の跡です。遺
跡のある台地は、菊田川が刻んだ谷に面してお
り、貝塚が作られた時代にはある程度近くまで海
が入りこんでいたと考えられます。この貝塚は、
縄文時代後期の人々が、食べたあとの貝殻・魚
骨・獣骨などを大量に捨ててできました。貝塚の
貝層の範囲は南北約110ｍ、東西約80ｍで西が
開いた馬蹄形をしています。貝の見られない周
辺部にも竪穴住居跡が見つかっています。この遺
跡からは食用にしたと考えられるイボキサゴ・オ
キアサリ・ハマグリなどの貝、マアジ・サバ・マイワ
シなどの魚骨、ニホンジカなどの獣骨のほか、縄
文土器や石器（打製石斧、磨製石斧、磨石、石皿、
石鏃など）といった道具類が出土しています。昭
和42年（1967）に県の史跡に指定されました。

遺跡 千葉県指定史跡
旧大沢家住宅

寛文４年（1664）に建築された東日本最古級
の古民家。江戸時代に上総国長柄郡宮成（現
在の千葉県長生郡長生村）の名主をつとめた
大沢家の住居として、昭和48年（1973）まで
使用されていました。当時の大沢家当主から
本市に寄贈され、昭和51年（1976）、建築当
初の姿に移築復原され、同年11月に開館。江
戸時代中期までの典型的な房総民家の形式
を伝える貴重
な建造物であ
ることから昭和
50年（1975）
に県の有形文
化財に指定さ
れました。

建造物 千葉県指定有形文化財

旧鴇田家住宅

享保12年（1727）から翌13年にかけて東金（御成）街道
沿いに建築され、江戸時代に実籾村の名主をつとめた鴇
田家の住居として、平成３年（1991）まで使用されていま
した。その後、本市に寄贈され、平成12年10月にほぼ建
築当初の姿で実籾本郷公園内に移築復原され、同年11
月に開館しました。Ｌ字型に曲がった南関東では珍しい
「曲屋」という建築様式です。大工手間日記・大工出面書
留板・襖手引裏板と共に平成17年（2005）に県の有形文
化財に指定
されました。

建造物 千葉県指定有形文化財
埋蔵文化財調査室
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スマートフォンやタブレットで
二次元コードを読み取ってい
ただくと、習志野市で作成した
マップがご覧いただけます。

歴史・文化財
マップ
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